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22年度一般会計決算
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補正予算の修正動議否決	 4〜 5
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▲カラオケ教室の皆さん元気ハツラツ！（平均年齢71才 お２人さん96才毎回出場）
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わが町のきらっとさん！
子育てを楽しんでいるヤングママたち!!

毎週金曜日に公民館を開放し、１～３歳児の親子が交流を深め、楽しく子育て

していく環境をつくっておられる南里２公民館の子育てサロンの紹介をいたします。

南
里
２
町
内
会「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する
機会のひとつです。是非お越し下さい。

車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせ

ください。

｢議会だより｣についての
ご意見をお待ちしております。
TEL 935-1001　FAX 935-7070

議会事務局は町役場４階です。
メールアドレス:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は
 12月2日（予定）より

お知らせ

DVDを貸し出します！
　町議会を撮影したDVDを貸し出します。
　議会初日と最終日および一般質問をDVD
に収録しています。希望される方は、図書館・
役場４階の議会事務局にお越しください。

議員の寄附は禁止
されています。

政治家は、年賀状等の
挨拶状を出すことが
禁じられています。

入園・入学・結婚・出産・餞別などの
寄附はできません。

お知らせ

　
少
子
化
と
い
わ
れ
る
社
会
状
況
の

な
か
、
志
免
町
で
は
22
年
度
６
３
０

人
の
新
生
児
が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
親
元
を
離
れ
、
知
人
も
い
な
い
土

地
で
の
子
育
て
は
不
安
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
子
育
て
の
悩
み
を
話
た
り
、
親
子

の
触
れ
合
い
や
交
流
の
場
が
欲
し
い

と
の
思
い
で
、
何
人
か
の
仲
間
を

募
っ
て
２
年
前
に
自
主
的
に
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　
今
で
は
毎
週
金
曜
日
を
定
例
と

し
、
公
民
館
に
約
20
組
以
上
の
親
子

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
歳
か
ら
３
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
幼

児
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
毎
回
当

番
制
で
代
表
を
決
め
、
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
考
え
た
り
、
そ
の
日
の
企
画
を

し
な
が
ら
会
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
会
も
積
極
的
に
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
、
時
に
は
近
く
の
レ
ン
ゲ

畑
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
高
齢

者
の
方
々
も
見
守
り
や
、
遊
び
を
一

緒
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
な
ど
、「
子

育
て
サ
ロ
ン
」と
し
て
、
そ
の
輪
が

広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
定
年
後
、
地
域
の
子
育
て
に
係
わ

る
高
齢
者
の
男
性「
イ
ク
ジ
イ
」の
存

在
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
動
き
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
志
免
町
で
も
孫
世

代
の
育
児
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
参
加
し
て
く
だ
さ

る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

▲中学生福祉体験 ▲おばあちゃんたちも参加
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９
月
定
例
会
は
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
21
件
・
意
見
書
１
件
を
可
決
。
請
願
書
１
件
採
択
。

一
般
質
問
は
９
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日
間
で
９
人
が
行
い
ま
し
た
。

第６回
定例会

22年度一般会計決算

     財政の硬直 化すすむ！
自主財源 50.2%

（町税など前年度比△3.1ポイント）
依存財源49.8%

（地方交付税など前年度比＋3.1ポイント）

賛成多数で可決（賛成12人・反対１人）
【賛成】川﨑・安河内・吉田・堤・大熊・助村・丸山・池邊・牛房・大西・古庄・二宮
【反対】末藤

一般会計   119億6,250万円認定
　

借
金
残
高
は
臨
時
財
政

対
策
債
８
億
３
５
９
５
万

円
、
志
免
中
学
校
大
規
模
改

造
事
業
債
２
億
３
０
２
０
万

円
、
平
成
の
森
公
園
用
地

購
入
事
業
債
７
５
０
０
万

円
、
消
防
防
災
設
備
整
備

事
業
債
２
０
８
０
万
円
で
、

年
度
末
地
方
債
現
在
高
は
、

２
億
８
７
９
１
万
円
増
で

89
億
１
０
８
８
万
円
。

　

町
税
の
収
入
状
況
は
、
収
入

未
済
額
約
３
億
２
７
９
４
万

円
、
不
納
欠
損
額
約
６
６
６
万

円
。
滞
納
処
分
の
強
化
に
努

め
、
収
納
率
は
昨
年
よ
り
０
・

17
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。

国民健康保険………（歳入）42億2,616万円	 （歳出）43億9,829万円
� （全員賛成）
老人保険……………………………（歳入）638万円	 （歳出）638万円
� （全員賛成）
後期高齢者医療………（歳入）3億8,991万円	 （歳出）3億7,322万円
� （賛成多数 賛成12・反対１）
下水道事業……………（歳入）12億6,582万円	 （歳出）11億3,105万円
� （全員賛成）

水道事業会計……（事業収益）9億5,734万円	（事業費）7億7,987万円
� （全員賛成）

平成22年度 特別会計

委 

員 

長　

末
藤
省
三

副
委
員
長　

牛
房
良
嗣

　

決
算
審
査
は
特
別
委

員
会
を
設
置（
９
日
か
ら

５
日
間
）

　

大
林
議
長
、
大
西
監

査
、
末
藤
委
員
長
を
除

く
11
人
で
採
決
を
行
い

（
全
員
賛
成
）で
可
決
。

決
算
特
別
委
員
会

●�

防
災
行
政
無
線
維
持

管
理
事
業

�

２
５
２
６
万
円

●�

第
５
次
総
合
計
画
策

定
事
業

�

１
２
１
１
万
円

●�

特
定
健
康
診
査
等
事

業
費

�

３
１
２
７
万
円

●�

シ
ー
メ
イ
ト
施
設
維

持
管
理
・
運
営
事
業

�

１
億
１
５
６
２
万
円

●�

少
人
数
指
導
補
助
員

事
業

�

２
８
５
３
万
円

●�

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業

�

２
６
５
万
円

22
年
度
一
般
会
計

�

主
な
事
務
事
業

町の財政状況
主な財政指数 21年度 22年度

経常収支比率（％） 88.2 83.5 80％を超えると、財政構造は弾力性を失う。
財政力指数 0.78 0.75 高いほど財源に余裕がある。

公債費比率（％） 9.5 8.8 数値が高いほど財政構造の硬直性の高まりを示す。

入ったお金
119億6,251万円

100％

使ったお金
112億3,144万円

100％

自主財源
60億327万円　50.2％

依存財源
59億5,924万円　49.8％

町税
48億6,109万円　40.6％

繰越金
5億8,510万円　4.9％

繰入金
1,332万円　0.1％

その他
（分担金・負担金など）
5億4,376万円　4.6％

その他
（地方譲与税・地方消費税・交付金など）
5億9,559万円　5.0％

国・県支出金
24億3,896万円　20.4％

町債
11億7,335万円　9.8％

地方交付税
17億5,134万円　14.6％

消費的経費
70億9,431万円　63.2％

人件費
16億7,221万円　14.9％

普通建設事業費
13億8,570万円　12.3％

投資的経費
13億9,109万円
12.4％

物件費
19億692万円　17.0％

扶助費
22億2,313万円　19.8％

維持補修費
8,474万円　0.8％

補助費等
12億731万円　10.7％

公債費
10億407万円　8.9％

繰出金
15億5,279万円　13.8％

投資及び出資金貸付金
5,581万円　0.5％

災害復旧費
539万円　0.1％

積立金
1億3,337万円
1.2％

22
年
度
地
方
債
増
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4億7,781万円増　総額111億8,081万円

賛成多数で可決（賛成７：反対６）

【賛成】川崎・安河内・吉田・大熊・池邊・牛房・末藤
【反対】堤・助村・丸山・大西・古庄・二宮

補正の主なもの
� ※は国・県の補助金等による事業

●新人議員の研修と国会視察旅費� 57万円
　新人議員３人、４年前の新人１人、議長、事務局職員１人分

●情報システム改修業務委託料� 407万円
　コンビニ収納実施に伴うシステム改修業務委託料

●橋梁長寿命化調査委託料20ヶ所分� 180万円

●消防団員一人当りの掛け金の増額� 456万円
　東日本震災に遭遇された消防団員の公務災害補償を行うため

●緊急雇用創出事業補助金※� 99万円
　中学校における特別支援教育臨時職員分

　※緊急雇用対策基金事業は7,650万円中、7,601万円使用。
　　�重点分野雇用創出事業4,820万円は、約600万円使用。（残額約4,221万円は使用でき
ない公算が大。）

平成23年度
一般会計補正予算（第１号）

町の憲法

志
免
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
厳
し
い
経
済
状
況
お
よ
び
雇
用
情
勢
に
対
し
て

税
制
の
整
備
を
図
る
。

・�

寄
附
金
税
額
控
除
５
０
０
０
円
超
え
る
金
額
を

２
０
０
０
円
超
え
る
金
額
に
改
正

・�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
寄
附

金
で
あ
っ
て
も
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人

住
民
税
寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
。

・�

町
税
（
町
民
税
、
退
職
所
得
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
）
の
申
告
書
提
出

等
の
手
続
き
を
、
納
税
義
務
者
が
正
当
な
理
由

が
な
く
行
な
わ
な
か
っ
た
場
合

　

過
料
の
上
限
額
３
万
円
→
10
万
円
に
引
き
上

げ
る
。

�

賛
成
多
数
で
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

�

一
部
改
正

　
納
税
者
の
賦
課
事
務
に
対
す
る
理
解
の
解
明
、

期
別
納
付
額
の
ば
ら
つ
き
解
消
、
効
率
化
を
図
る

た
め
。

　

納
期
５
月
か
ら
翌
年
の
２
月
ま
で
の
10
期
ま

で
。
５
月
と
６
月
は
前
年
中
の
所
得
が
確
定
す
る

前
よ
り
、
課
税
を
行
な
う
暫
定
賦
課
方
式
。

　

今
回
は
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
し
、
本
算

定
方
式
を
行
な
う
。

�

全
員
賛
成
で
可
決

条　例

反対討論　助村議員
　補正予算、新人研修の国会視察及び千葉県市町村アカデミーでの研修費、57万3千円が組まれている。
予備費を使い予算を組まずとも、委員会視察研修費、政務調査費等を使い対応できるのではないのか知
恵を出し合い考える事により、補正予算を組まずに研修ができるのではないか。

新人議員研修・視察57万円削除の
修正動議否決

【賛成】堤・助村・丸山・大西・古庄・二宮
【反対】川崎・安河内・吉田・大熊・池邊・牛房・末藤

発
議
者
　
丸
山
議
員

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
折
、
委
員
会
視
察
を
毎
年
か
ら
二

年
に
一
回
、
国
会
見
学
は
廃
止
な
ど
議
会
自
ら
削
減
し
て

い
る
。
そ
の
折
に
新
人
研
修
費
用
の
新
た
な
出
費
は
す
べ

き
で
な
い
。
新
人
に
限
ら
ず
議
員
研
修
は
必
要
だ
が
、
公

費
を
伴
わ
な
い
研
修
は
可
能
。
政
務
調
査
費
を
活
用
し
調

査
研
究
を
す
べ
き
。
こ
の
費
用
は
一
考
を
要
す
る
。

反
対
討
論
　
牛
房
議
員

　

今
回
の
新
人
議
員
を
対
象
と
し
た
、
千
葉
県
幕
張
の
町

村
議
員
の
研
修
と
国
会
の
視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、
目
的

並
び
に
研
修
内
容
と
も
妥
当
と
考
え
る
。
特
に
、
新
人
議

員
の
国
会
視
察
の
研
修
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成

の
４
代
に
わ
た
る
政
治
の
歴
史
を
学
び
、
考
え
、
今
を
知

る
上
で
最
も
大
事
な
事
。

　

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
成
長
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
心

よ
り
願
う
。

賛
成
討
論
　
古
庄
議
員

　

町
内
会
、
地
域
へ
の
補
助
の
削
減
を
求
め
て
い
る
現
状

の
中
、
新
た
に
新
人
だ
か
ら
と
血
税
を
使
う
こ
と
に
理
解

は
得
ら
れ
な
い
。
議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
に
何
の
相
談
も

な
く
、
議
長
の
思
い
だ
け
で
唐
突
に
計
上
さ
れ
た
。
議
会

の
悪
し
き
前
例
と
な
る
。

　

視
察
は
自
か
ら
や
ら
ね
ば
、町
民
の
範
と
は
な
ら
な
い
。

い
ま
一
度
白
紙
に
戻
す
べ
き
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に

�

修
正
動
議
出
る

　
議
会
特
別
旅
費
57
万
３
千
円
の
増
額
補
正
へ
の
修
正

反対多数で否決（賛成６・反対７）

第51号補正予算原案に反対
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い
て
、
園
児
の
多
い
少
な
い

園
が
あ
る
の
に
、
調
理
員
が

２
人
で
安
心
・
安
全
な
給
食

が
提
供
で
き
る
の
か
な
ど
過

去
の
こ
と
や
周
辺
自
治
体
の

多
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
わ

か
り
や
す
く
情
報
の
提
供
を

行
う
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

積
極
的
な
支
援
を

　

障
が
い
者
就
労
支
援
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
就
労

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
充

実
事
業
に
基
づ
く
視
察
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。
志
免

町
か
ら
は
２
人
参
加
。
今
後

実
態
調
査
を
要
請
し
た
。

志
免
保
育
園
民
営
化

�

決
ま
る

　

移
管
先
募
集
に
お
い
て
、

応
募
文
書
２
２
３
の
社
会
福

祉
法
人
、
町
内
届
け
出
保
育

園
４
園
に
郵
送
し
Ｈ
Ｐ
掲
載
。

応
募
さ
れ
た
５
法
人
を
民
営

化
選
考
委
員
会
で
総
合
的
に

評
価
し
、
篠
栗
町
の
社
会
福

祉
法
人
勢
門
福
祉
会
に
決
定
。

実
態
調
査
を
要
請

　

委
員
会
で
７
保
育
園
を
視

察
し
た
中
で
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
と
対
応
状
況
、
臨
床

心
理
士
の
活
用
状
況
、
回
復

期
の
病
後
児
保
育
の
状
況
、

給
食
の
調
理
員
の
配
置
状
況

等
に
つ
い
て
意
見
と
疑
問
点

が
出
さ
れ
た
。

　

特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

食
事
づ
く
り
と
離
乳
食
に
つ

わ
か
り
や
す
い

�

情
報
提
供

　

国
保
特
定
健
診
は
予
防
に

力
を
入
れ
る
74
歳
ま
で
の
事

業
で
す
。
受
診
率
を
高
め
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
、
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

　

防
災
無
線
、
広
報
車
で
の

巡
回
、
電
話
で
の
対
応
な
ど

で
申
し
込
み
は
３
０
０
人
と

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町
内
全
域
水
路
調
査

　

内
水
対
策
は
町
内
全
域
の

水
路
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を

も
と
に
水
路
の
改
修
箇
所
を

全
部
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
改

修
工
事
を
行
う
。

　

現
在
東
公
園
台
、
須
川
南

里
水
路
の
竣
設
工
事
が
終
了
。

　

23
年
度
の
工
事
は
日
枝
橋

横
に
逆
流
防
止
弁
と
水
門
を

設
置
す
る
予
定
。

　平成23年１月に開所した松ヶ丘コミュニティーの部屋
（みどりの家）を８月31日視察。意見交換会を行ないました。

積
極
的
な
支
援
に
努
め
て
欲

し
い
。

見
通
し
の
甘
さ
を

�

指
摘

　

別
府
北
３
丁
目
地
内
の
配

水
管
布
設
替
え
工
事
の
発
注

に
つ
い
て
、
下
水
管
布
設
時

に
同
時
に
工
事
を
す
べ
き
で

あ
り
、
見
通
し
の
甘
さ
を
指

摘
し
て
い
る
。

　

上
水
道
事
業
の
進
捗
は
、

桜
丘
低
区
系
基
幹
管
布
設
な

ど
７
月
末
で
５
％
。

水
洗
率
の
向
上
を

　

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
の

資
料
と
す
る
た
め
、
下
水
道

管
の
中
を
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で

調
べ
る
調
査
を
業
務
委
託
。

　

下
水
道
の
普
及
率
は
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
水
洗

化
率
を
上
げ
る
こ
と
が
課
題

と
指
摘
し
た
。

会
議
要
綱
作
成

　

志
免
町
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議

会
報
告
会
、一※

般
会
議
の
開
催
に
向
け
て
、

そ
の
実
施
要
綱
を
作
成
し
た
。
要
綱
案
は

９
月
定
例
議
会
中
に
全
員
協
議
会
で
提
案

す
る
。

　

９
月
定
例
会
は
、
２
日
よ
り
22
日
の
21

日
間
。
一
般
質
問
は
９
人
。
決
算
特
別
委

員
会
の
設
置
、
町
政
報
告
へ
の
質
疑
の
在

り
方
、
広
域
連
合
議
会
へ
の
要
望
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

※�

政
策
提
案
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
町

民
・
各
種
団
体
な
ど
と
多
様
な
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
も
の
で
す
。

議 会 運 営 委 員 会

福岡都市圏広域行政調査
特別委員会

　現在志免、宇美、須恵３町の合同会議は行われ
ていない。そこで宇美町議会議長に委員会の立ち上
げの要請を行った。３町で調査研究する課題も多
くあることから、立ち上げる方向で検討するとの
回答を得た。今後須恵町とも協議し、３町の課題
は何か、問題点を明らかにして会議に臨んでいく。

　志免、須恵、粕屋３町で構成するぼた山開発に
向けて、各町の審議を経て、プロジェクトチーム
の設置が提案された。
　その結果、チーム構成を３町各議会の委員会よ
り２名の議員を選出し、設立することを協議会総
会で決定した。
　各町９月末までに構成員の報告を行うこととなった。

議会広報特別委員会
　新しいメンバー構成でこれまでの紙面構成維
持、重要な議案に対する表決の氏名公表は継続。
議会報告会において、議会だよりを資料とされる
ことから、議会だよりづくりは重要。
　８月22日、熊本県益城町議会広報編集特別委
員会が視察研修に見えられ、とても読みやすいと
評価を受けた。

（太字は委員会の要望､要請）
耐
震
補
強
工
事

�

２
年
で
錆

　

中
央
小
学
校
の
耐
震
化
工

事
の
一
部
で
、
耐
震
補
強
工

事
の
錆
が
ひ
ど
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
委
員
か
ら
指

摘
。
委
員
会
で
現
地
視
察
を

行
い
、
瑕
疵
担
保
期
間
が
切

れ
て
い
て
も
、
業
者
の
責
任

に
お
い
て
手
直
し
を
行
な
う

よ
う
強
く
要
請
し
た
。

　

錆
の
原
因
は
、
溶
融
亜
鉛

メ
ッ
キ
で
は
な
く
、
経
済
性

を
考
慮
し
た
錆
ど
め
塗
装
が

大
き
な
原
因
。
平
成
24
年
度

中
に
補
修
工
事
を
行
な
う
。

▲特定保育のようす（町立志免南保育園）

厚生建設常任委員会
志免炭鉱ぼた山対策特別委員会

委員会報告（調査・研究）

町の重要な課題

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

�

の
課
題

　

新
た
に
担
当
と
な
っ
た
地

域
交
流
課
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

合
併
等
大
き
な
要
因
が
あ

れ
ば
必
要
性
は
生
じ
る
が
、

今
の
段
階
で
問
題
点
は
な
く

新
た
に
取
り
組
む
べ
き
か
と

の
疑
問
点
も
出
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町
と

し
て
の
方
向
性
が
確
立
し
て

い
る
の
か
、
町
長
に
委
員
会

へ
の
出
席
を
要
請
し
た
。

▲国保特定健診会場

新
た
な
所
管
事
務

�
７
保
育
園
視
察

予
防
に
力
を
入
れ
医
療
費
の

削
減
を

委員会で視察
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一般質問９人町
長
の
姿
勢

まちづくり人づくり

答弁：環境整備が特に重要

地
域
福
祉

キャラバンメイト養成を

答弁：社協と連携協力で

丸
山
　
真
智
子  

議
員

丸
山　

人
を
育
て
る
こ
と
、

人
々
が
結
び
合
う
た
め
に
具

体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

町
長　

職
員
の
人
事
評
価

制
度
の
定
着
、
住
民
参
画

条
例
の
本
年
度
制
定
に
取

り
組
む
。

堤
　
久
美
子  

議
員

堤　

認
知
症
対
象
者
は
何

人
か
。

福
祉
課
長　

介
護
保
険
利
用

者
で
軽
度
の
方
を
除
い
て
、

約
６
７
０
人
。

堤　

地
域
で
支
え
合
う
取
り

組
み
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

丸
山　

住
民
が
集
い
や
す

い
拠
点
整
備
は
ど
う
す
る

の
か
。

地
域
交
流
課
長　

各
課
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

丸
山　

可
燃
物
処
理
の
委
託

契
約
の
次
の
方
向
性
を
任
期

中
に
決
め
な
い
と
い
け
な
い
。

町
長　

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う

に
自
分
の
任
期
に
決
め
る
。

大
震
災
後
の
防
災
力
向
上

答
弁
：
防
災
計
画
を
見
直
す

丸
山　

津
波
等
、
想
定
外
が

メ
イ
ト
登
録
者
は
。

福
祉
課
長　

病
院
勤
務
で
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
１
人
。

堤　

県
で
年
２
回
養
成
講
座

が
あ
る
。
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

や
っ
て
い
な

い
。広
報
で
周
知
を
し
た
い
。

堤　

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
で
取
り
組
み
を
。

福
祉
課
長　

社
協
と
連
携
し

各
町
内
会
の
要
請
に
対
応
。

堤　

子
ど
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
、
商
店
等
町
ぐ

る
み
で
対
応
し
て
い
け
ば
、

起
こ
り
え
る
。
防
災
計
画
は

見
直
す
の
か
。

総
務
課
長　

県
の
方
か
ら
内

容
の
提
示
後
、見
直
し
す
る
。

丸
山　

災
害
時
の
要
援
護
者

支
援
体
制
を
早
く
同
意
式
で

構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
も

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

23
年
度
は
手
上

げ
方
式
、
24
年
度
に
同
意
式

で
取
り
組
む
。

　

防
災
組
織
も
県
の
モ
デ
ル

町
と
し
て
指
定
を
受
け
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
。

９
月
１
日
の
訓
練
は
満
足
か

答
弁
：
で
き
る
範
囲
内
訓
練

堤　

防
災
の
日
の
訓
練
は
職

員
対
象
の
訓
練
。
満
足
か
。

町
長　

震
災
を
想
定
し
、
で

き
る
範
囲
内
の
訓
練
。

堤　

住
民
が
避
難
行
動
を
ど

う
と
れ
ば
い
い
の
か
、
総
合

訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

▲防災訓練（女性議員）▲認知症サポーター（オレンジリストバンド）

ズ
バ
リ
町
政
を
問
う

●�

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般（
一
般
事
務
・
事
務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）に

つ
い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と
し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

●�

一
般
質
問
は
会
議
録
に
も
と
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録

（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

�

※
役
場
内
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
す
。

空家問題
危
険
廃
屋
対
策
を
急
げ

答
弁
：
整
備
を
進
め
る

大
西
　
勇  

議
員

大
西　

町
内
に
約
90
軒
の
空

き
家
が
あ
る
。
特
に
東
公
園

台
、
別
府
地
区
に
多
い
が

全
町
的
問
題
だ
。
国
の
補
助

で「
危
険
廃
屋
解
体
支
援
事

業
」、
空
き
家
の「
適
正
管
理

条
例
」を
創
設
し
早
急
な
対

策
を
。

町
長　

予
算
を
含
め
調
査
し

て
い
る
。

大
西　

長
崎
市
で
は
譲
り
受

け
た
空
家
を
公
費
で
解
体

し
、
ミ
ニ
公
園
や
防
災
用
具

置
場
を
作
る
条
例
も
あ
る
。

町
長　

解
体
し
て
地
域
に
還

元
す
る
事
も
進
め
た
い
。

バ
ス
通
学
の
負
担
軽
減
策
を

答
弁
：
検
討
を
続
け
る

大
西　

中
学
校
の
校
納
金
は

年
間
８
万
６
５
０
円
。
そ
の

内
給
食
費
５
万
５
千
円
。
別

に
修
学
旅
行
費
旅
費
積
立

４
万
５
千
円
、
さ
ら
に
バ
ス

通
学
生
徒
は
４
万
円
。
子
ど

も
２
人
を
持
つ
家
庭
で
は

８
万
円
と
な
る
。

　

交
通
費
が
こ
ん
な
に
か
か

る
と
は
？
と
悔
や
ん
で
い
る

方
も
多
い
と
聞
く
。
遠
距
離

通
学
助
成
金
を
出
し
て
い
る

町
も
あ
る
。

　

町
独
自
の
負
担
軽
減
策
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

将
来
的
な
課
題
と
し

て
今
後
も
検
討
を
続
け
る
。

▲10年以上放置されている空屋と軽トラック
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園
児
に
英
語

羽ばたけ世界へ

答弁：総合的に議論と検討

牛
房
　
良
嗣  

議
員

牛
房　

町
内
に
は
15
の
保
育

園
、
幼
稚
園
が
有
り
、
２
千

人
も
の
園
児
が
通
っ
て
い
る
。

　

行
政
は
英
語
の
学
習
を
希

望
す
る
と
こ
ろ
へ
、
実
験
期

間
を
３
年
と
し
、
英
語
講
師

代（
年
間
60
万
円
）と
教
材
代

を
支
援
し
成
果
を
検
証
、
方

向
性
の
判
断
を
。

町
長　

国
の
方
向
性
を
見
て

総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

牛
房　

国
際
化
社
会
が
進
む

中
、
幼
児
期
と
小
学
校
の
低

学
年
か
ら
英
語
を
学
習
さ
せ

る
の
は
常
識
で
あ
り
、
園
児

た
ち
の
夢
と
希
望
を
か
な
え

る
の
は
、
町
長
や
議
会
の
役

割
で
あ
る
。

町
長　

幼
児
教
育
に
携
わ
る

皆
さ
ん
の
観
点
か
ら
検
討
。

副
町
長
の
や
り
た
い
こ
と

答
弁
：
地
域
ぐ
る
み
子
育
て

牛
房　

副
町
長
の
や
り
た
い

事
は
。

副
町
長　

住
民
の
視
点
を
大

切
に
課
題
に
取
り
組
む
。

　

子
ど
も
は
社
会
の
宝
、
夢

や
、
志
が
か
な
え
ら
れ
る

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
を

推
進
。

牛
房　

朝
来
た
ら
全
課
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に「
お
は
よ
う

コ
ー
ル
」の
実
践
を
。

▲武藤副町長就任挨拶

再生エネ
再
生
エ
ネ
推
進
宣
言
を

答
弁
：
取
り
組
み
を
進
め
た
い

古
庄
　
信
一
郎  

議
員

古
庄　

震
災
原
発
事
故
後
、

電
力
不
足
も
深
刻
な
問
題

だ
。
明
治
以
来
、
化
石
燃
料

の
石
炭
で
繁
栄
を
し
て
来
た

志
免
町
だ
か
ら
こ
そ「
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
都
市
」宣

言
を
行
い
、町
民
皆
で
考
え
、

出
来
る
事
を
や
る
べ
き
だ
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
へ
の
町

補
助
、
焼
却
場
跡
地
、
ボ
タ

山
等
へ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘

致
等
々
、
研
究
す
べ
き
だ
。

町
長　

取
り
組
み
を
進
め
る

が
、
町
を
挙
げ
て
そ
の
方
向

性
に
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

北
部
に
消
防
支
署
新
設
を

答
弁
：
協
議
会
で
協
議
す
る

古
庄　

南
部
消
防
署
か
ら
、

御
手
洗
・
別
府
地
区
へ
の
消

防
出
動
放
水
ま
で
14
～
15
分

か
か
っ
て
い
る
。

　

法
の
指
針
で
は「
6.5
分
以

内
に
放
水
」と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
救
急
の
出
動
時
間

は
平
均
9.8
分
。
全
体
平
均
よ

り
1.8
分
到
着
が
遅
く
救
命
率

に
影
響
す
る
重
大
な
問
題
だ
。

　

御
手
洗
、
別
府
地
区
に
南

部
消
防
署
支
署
の
新
設
を
す

べ
き
だ
。

町
長　

各
町
の
町
長
で
構
成

す
る
消
防
署
運
営
協
議
会
で

協
議
し
た
い
。

▲メガソーラー大牟田発電所全景

基金の活用
子
ど
も
た
ち
を
海
外
に

答
弁
：
今
の
時
代
困
難
な
状
況

二
宮
　
美
津
代  

議
員

二
宮　

国
際
交
流
基
金
を
活

用
し
、
継
続
的
に
子
ど
も
た

ち
を
海
外
に
派
遣
す
る
事
業

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

異
文
化
に
触
れ
、
国

際
性
を
持
つ
こ
と
は
大
事
だ

が
、
今
の
時
代
継
続
的
な
事

業
の
展
開
は
困
難
で
あ
る
。

二
宮　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」と
さ
れ
る
町
長
の

考
え
を
今
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
活
か
す
べ
き
で
は
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
教
育
的
環
境
が
相
当
変

わ
っ
て
お
り
む
ず
か
し
い
。

広
域
で
虐
待
防
止
の
整
備
を

答
弁
：
協
議
し
進
め
て
い
く

二
宮　
「
高
齢
者
虐
待
防
止

法
」に
つ
づ
き「
障
害
者
虐
待

防
止
法
」が
成
立
。

　

地
域
に
お
け
る
効
果
的
な

連
携
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。

対
応
は
。

町
長　

条
例
の
一
本
化
へ
の

検
討
と
、
広
域
連
携
に
よ
る

虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
対
応

な
ど
、
糟
屋
地
区
市
町
長
協

議
会
で
協
議
し
進
め
た
い
。

二
宮　

子
ど
も
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
へ
の
虐
待
防
止
・

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

（
Ｄ
Ｖ
）も
含
め
、
効
果
的
体

制
の
整
備
を
求
め
る
。

▲志免町基金条例

雨
水
タ
ン
ク

ぜひ普及、推進を

答弁：考えていない

吉
田
　
大
作  

議
員

吉
田　

雨
水
タ
ン
ク
の
効
用

用
途
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
お
持
ち
か
。

町
長　

節
水
の
観
点
、
渇
水

時
に
有
効
と
認
識
し
て
い
る

が
、
雨
が
降
り
始
め
て
し
ば

ら
く
す
る
と
満
タ
ン
に
な
り

そ
の
後
降
っ
た
雨
で
水
害
、

洪
水
と
な
り
、
そ
の
役
は
果

た
さ
な
い
と
考
え
る
。

吉
田　

節
水
、
渇
水
に
有
効

で
、
洪
水
に
は
容
量
は
決

ま
っ
て
は
い
る
が
、
一
時
期

に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
川
に
流
れ

る
水
を
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
一

石
三
鳥
の
役
目
を
担
え
る
。

何
よ
り
エ
コ
と
環
境
、
水
問

題
に
関
す
る
意
識
が
高
ま
る

と
思
う
。

　

雨
水
タ
ン
ク
設
置
へ
の
補

助
、
助
成
金
を
全
国
で
３
割

以
上
の
１
都
２
府
16
県
で
実

施
し
て
い
る
。
前
向
き
に
考

え
て
ほ
し
い
。

町
長　

費
用
対
効
果
も
含
め

こ
の
事
に
つ
い
て
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

　

過
去
に
も
同
じ
提
言
が

あ
っ
た
が
検
討
の
結
果
そ
こ

ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

▲雨水タンク
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商
工
会
活
動

役場での出張相談窓口を

答弁：良い取組ではないか

川
崎
　
博
啓  

議
員

川
崎　

志
免
商
工
会
は「
窓

口
を
利
便
性
の
良
い
庁
舎
内

に
設
置
し
た
い
」と
の
思
い

が
あ
る
。

　

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

役
場
は
役
場
の
業
務

を
遂
行
し
て
い
る
。
ま
ず
は

相
談
を
し
て
も
ら
い
、
協
調

で
き
れ
ば
と
思
う
。

川
崎　

中
小
企
業
者
に
と
っ

て
、
入
札
、
納
税
証
明
書
の

取
得
な
ど
で
役
場
に
く
る
。

利
便
性
も
よ
い
。
検
討
を
。

町
長　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
対

応
が
可
能
と
な
り
、
よ
い
取

り
組
み
で
は
な
い
か
と
思
う
。

説
明
の
在
り
方
へ
配
慮
を

答
弁
：
ケ
ア
も
含
め
対
応

川
崎　

土
砂
災
害
防
止
法
の

説
明
会
で
福
岡
県
主
催
で
は

有
っ
た
が
、
町
と
し
て
も
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
配
慮

が
足
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

町
と
し
て
も
、
県

と
色
々
な
意
見
交
換
を
し

て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思

う
。
命
の
大
切
さ
が
大
事
な

時
、
こ
の
よ
う
な
説
明
会
で

あ
っ
た
が
、
個
人
の
財
産
を

色
々
制
限
す
る
と
い
う
事

は
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る

と
い
う
事
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
。
今
後
の
ケ
ア
も
考

え
て
対
応
し
た
い
。

▲土砂災害防止法の説明会（町民センター視聴覚室）

高齢者介護
老
老
介
護
手
当
の
支
給
を

答
弁
：
社
会
全
体
で
支
え
合
う

末
藤
　
省
三  

議
員

末
藤　

町
内
で
も
老
老
介
護

が
進
ん
で
い
る
。
寝
た
き
り

老
人
介
護
手
当
を
郡
内
各
町

で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
志
免

町
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。

再
度
他
町
な
み
に
支
給
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

寝
た
き
り
の
方
を
介

護
す
る
と
い
う
の
は
、
家
族

の
方
々
に
大
変
な
御
苦
労
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
社
会
全

体
で
支
え
合
っ
て
る
こ
と
な

の
で
、
事
業
は
行
わ
な
い
。

支
給
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
決
め
て
い
る
。

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い

答
弁
：
24
年
度
か
ら
実
施

末
藤　

防
災
計
画
の
な
か

で
、
原
発
事
故
は
他
の
事
故

に
見
ら
れ
な
い
異
質
の
危
険

が
あ
る
。
一
た
び
重
大
事
故

が
発
生
し
放
射
性
物
質
が
外

部
に
放
出
さ
れ
る
と
、
も
は

や
そ
れ
を
抑
え
る
手
段
は
存

在
せ
ず
、
地
域
社
会
の
存
続

さ
え
も
危
う
く
す
る
。

　

防
災
計
画
は
上
位
の
指
示

待
ち
で
は
な
く
、
町
独
自
で

見
直
し
も
で
き
る
。

　

防
災
無
線
の
見
直
し
を
や

る
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

24
年
度
以
降
に

各
地
域
の
見
直
し
を
行
う
。

▲防災無線（庁舎屋上より）

  議会あれこれ　
８
月
23
日
坂
町
議
会
運
営
委
員
会
よ
り
議
会

運
営
に
つ
い
て
視
察
に
み
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
を
今
年
の
４
月
１
日
よ
り
施

行
し
て
お
ら
れ
る
坂
町
議
会
で
の
取
り
組
み
も

伺
い
な
が
ら
意
見
交
換
の
形
式
で
進
め
ま
し
た
。

　

志
免
町
議
会
で
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
活
動
と

し
て
、
定
例
議
会
ご
と
小
学
校
６
年
生
が
傍

聴
に
来
る
と
の
事
。
議
会
、
一
般
質
問
へ
の
意

見
を
議
会
だ
よ
り
に
取
り
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
考
え
や
政
治
へ
の
関
心
、

町
政
参
画
へ
の
意
識
も
高
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
、
我
が
町
で
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

住
民
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
夜
間
・
休
日
の
議

会
開
催
に
つ
い
て
近
隣
町
で
の
実
施
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
有
り
、

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
致
し
て
お
り
ま
す
。

「
志
免
町
へ

�

よ
う
こ
そ
」

�

広
島
県
坂
町
議
会
視
察

「
夜
間
・
休
日

�

議
会
の
開
催
」

請願・要望・陳情・意見書
請　願 提　出　者 請　願　内　容 採決結果

少人数学級推進・義務教
育費国庫負担制度拡充を
求める

二田　美智子

・�少人数学級を推進すること。当面小学校２年生以
上の35人以下学級を早期に実現すること。
・�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、
義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国負担割
合を1/2に復元すること。

全員賛成で
採択

意　見　書 提　出　者 要　望　内　容 採決結果

少人数学級推進・義務教
育費国庫負担制度堅持を
求める

吉田　大作

・�少人数学級を推進すること。当面小学校２年生以
上の35人以下学級を早期に実現すること
・�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、
義務教育費国庫負担制度を堅持すること

全員賛成
国へ意見書
提出

▲議会運営委員会視察　広島県坂町 ▲広報委員会の視察　熊本県益城町
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